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はじめに 

１９９９年、今まさに 21 世紀を迎えようとしています。我々が暮らすまつ やまも瀬戸内三橋時代とな

り「激変の時代」を迎えます。「激変の時代」 そう考えて周りを見てみると、今マイナスの話ばかりが

あふれています。 経済しかり、環境しかり、教育しかりです。そういう時代を少しでも良くしようと考

えた時、我々は幸いにも青年会議所という組織に属してい ます。青年会議所活動を通じて時代を

プラスに変えていこうではありま せんか。より良い時代を我々の為、次代を担う子供たちの為に。 

私は青年会議所の持つ能力やアイデアにはまだまだすばらしい可能性があると信じています。 

 

スローガン 

愛と絆（ネットワーク）で築こう明日のまつやまを 

 

三信条に基づいたＪＣ活動 

人の痛みのわかる、愛ある人づくり 

青年会議所に入会した目的はいったい何なんだろう？ 人によってそ れぞれ目的は違うと思いま

す。 

青年会議所の中で、我々は仕事では経験したこともない数々の活動を 行います。利害関係も

ありませんし、雇用関係もありません。皆平等の中で一人一人がリーダーシップを発揮して組織の

中で活動しています。そういう活動の中で、鍛えられ、人との接し方や、思いやりを学びます。 そし

て その経験をつんだ中で人としての資質の向上を得ることができるわけです。この資質の向上こ

そが青年会議所活動のもっとも価値のあるところではないでしょうか。 

人を信じ、自分を信じる。人を愛し、人から愛される。そして、当たり前のことを当たり前に問い掛

けることのできる社会。人の痛みを自分のこととして考えられる（共生）社会こそが今求められている

のではないでしょうか。 

その JC の活動の原点である三信条「奉仕、修練、友情」にたち還り、一人一人のメンバーが、人

に対する思いやりを持って活動できる青年会議所を目指していきたいと考えます。志があれば誰で

もが参加できる JC、魅力のある理事長・委員長。本当の意味での三信条を実践できる JC を目指

して。少しずつ変えていくじゃあなくって、少しは必ず変えたいと考えます。 

 

ネットワーク組織としてのＪＣ 

  一人では出来ない。点から面へ広げていこう 

 青年会議所とは「全国をベースにネットワーク化されたまちづくりの情報を蓄積し、行政や団体に

発信できる組織」と考えます。つまり、人ではできない事が全困の仲間と共に発信できるすばらしい



組織です。しかし、今そのネットワークが本当に生かされているでしょうか？ 日本 JC、他ロム、行

政、他団体とのネットワ―クはどうでしょう。また、松山青年会議所内部のネットワークはどうでしょう。 

これらついてもう一度見直してみるぺきだと考えます。もちろんネットワークを構築するためにはま

ず自らの意見を持ち発信していく事が大切なのは言うまでもありません。その為には時間や体力も

必要です。そして、点から面への活動にしていく為にはネットワークが必要だと考えます。未来に向

けて、市民が主役となり、共に生き、共に考え、共に創る夢の実現に向けて、 人と人・人と地域の

ネットワ ー クを生かしたパートナー シップの構築を推進していきたいと考えます。 

 

時代に則した事業 

 負担感を責任感に、そして自分自身の為に 

最近メンバーの間で負担感という言葉をよく耳にします。事業が多すぎる、参加要請が多すぎる

などです。でも本当にそうなんでしょうか？ 当然、やみくもに事業だ行動だということではなく、 ビ

ジョンを見据えて選択しなければ回り道にもなり、負担となるでしょう。 

また、目的と手段をはき違えたような現象が起こらないようにしっかりとした計画性を持ってほしいと

思います。決して、事業をする事自体が目的となってはならないと考えます。 

しかしながら、松山青年会議所も創立以来４６年を迎え、この年月の間諸先輩方が数多くの活動、

事業を通じてまちづくりを行ってくださいました。その歴史に支えられて現在の松山青年会議所が

あるというのも現実です。堀之内の堀でさえ、守らなければ既に埋め立てられていたことでしょう。 

やはり歴史の底支えがあって今があることは忘れてはいけません。 

そういう経緯をふまえた上で前向きに事業を見直していくべきだと考えます。そして、その事業で

得られた経験が、やがては自分の為になると信じます。しいてはその経験が社会を支えて行く若者

としての資質向上に繋がると思います。 

 

組織の活性化 

 創造発信のできる青年会議所を目指して 

内向きの活動ではない、外に向かって創造発信のできる松山胃年会議所を目指したいと考えま

す。 

  一人一人が主役となって、わが事意識を持って活動を行い、社会の大きな変化の中で、自分は

何をすべきかという意識を持って活動して行くべきだと考えます。 

女性会員の拡大については本年も継続して取り組んでいきたいと考えます。女性が入れる組織、

入りたがる組織にしたい。いつまでも男性ばかりの特殊な集団では駄目ではないか？ 

他の社会活動をしている組織には数多くの女性が参加しているのになぜＪＣには少ないのか？ 

考えてみる必要があると思います。本年入会された女性会貝は実に生き生きと活動しているように

見受けられます。そして、これからはそういう生き生きとした女性がもっと活躍できる J C であってほ

しいと考えます。今後女性の力を取り入れていかないと組織の活性化ははかれないのではないで

しょうか。 



また、理事会、例会の運営についてももっと有意義なものにしていこうと考えます。 

本来理事会というのは、松山育年会議所の方向性を決定する大切な決議機関であります。 し

かしその大切な時間があまり有効に使われていないように感じられます。もっと事前の資料閲覧が

できるようになどして、運営の効率化を行い松山青年会議所の夢・未来を語れる場としたいと考え

ます。 

そして、例会についても月に 回会貝全貝が集まる責重な会としての重み、重要さを生かした運

営としたいと思います。 

 

その他いろいろな事柄について見直しを行ってみたいと考えます。また見直しを行っていく上で

メンバー一人一人の声を反映していきたいと考えます。語り合えるＪＣ、行動できるＪＣを目指して。 

青年らしく明るい未来を築いていくのが育年会議所の本来の姿であると信じます。 


